
高工校生徒リクルータ活動
入
校
し
た
高
橋
昂
生
（
た
か
は
し　

こ
う
せ
い
）

に
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
へ
入
校
し
た
太
田

や
体
力
面
で
つ
い
て
い
く
の
は
大
変
だ
け
ど
、
同

の
実
力
で
あ
る
。

令
和
４
年
４
月
に
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
へ

し
た
。

活
動
、
教
育
内
容
の
現
在
と
昔
の
違
い
等
が
話
題

休
暇
を
利
用
し
、
宇
都
宮
募
集
案
内
所
に
高
等
工

（
所
長　

宅
原
２
陸
尉
）
は
、
１
月
９
日(

火)

、

生
徒
の
小
山
市
立
乙
女
中
学
校
母
校
訪
問
を
支
援

中
茂
氏
も
同
席
し
、
進
路
指
導
担
当
者
と
懇
談
し

動
は
剣
道
部
に
所
属
し
、
通
信
制
高
校
の
部
の
神

徒
は
夏
季
休
暇
に
も
事
務
所
を
訪
れ
て
お
り
、
今

び
生
活
状
況
に
つ
い
て
話
す
な
ど
、
広
報
活
動
に

島
２
曹
へ
話
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
受

小
山
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
入
隊
後
の
隊

係
及
び
協
力
関
係
を
強
化
し
、
募
集
基
盤
の
拡
充

にしなすの初市で広報展

隊
（
宇
都
宮
）
の
支
援
を
受
け
、
広
報
展

し
な
す
の
初
市
」
に
お
い
て
中
央
即
応
連

ッ
ク
」
が
参
戦
し
、
自
衛
官
に
興
味
の
あ

り
（
那
須
塩
原
市
）
で
実
施
さ
れ
た
「
に

寒
さ
の
中
、
近
隣
の
中
高
生
な
ど
多
数
の

こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
午
後
か
ら
は
、
ご

る
学
生
と
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
な
ど
大
い
に

様
々
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、

域
事
務
所
（
所
長　

高
井
１
陸
尉
）
は
、

に
乗
り
、
大
き
な
声
で
は
し
ゃ
ぐ
子
供
た

を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
小
山
地
域
事
務
所

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
青
空
と
厳
し
い

ち
や
、
制
服
試
着
、
記
念
撮
影
を
す
る
家

来
場
者
が
訪
れ
た
。
軽
装
甲
機
動
車
の
上

族
連
れ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
の
「
ナ
ス
ラ
イ
ガ
ー
ブ
ラ

自衛隊栃木地方協力本部

～ご当地キャラクター「ナスライガーブラック」も参戦！～

担当広報官（中島２曹）との一枚

大人気の軽装甲機動車！ 広報ブースの様子

ご当地ヒーロー「ナスライガーブラック」と記念撮影をする来場者

懐かしの母校（高橋生徒） 今年度受験者への説明（大田生徒）進路指導及び募集相談員山中氏との懇談
（左手前　高橋生徒）

の
理
解
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
志
願
者
獲

得
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

回
も
楽
し
い
学
校
生
活
の
話
を
担
当
広
報
官
の
中

科
学
校
の
リ
ク
ル
ー
タ
と
し
て
訪
れ
た
。
太
田
生

た
。
懇
談
で
は
、
高
等
工
科
学
校
で
の
生
活
、
部

奈
川
県
大
会
に
お
い
て
個
人
戦
で
優
勝
す
る
ほ
ど

験
予
定
の
中
学
生
に
対
し
高
工
校
の
受
験
対
策
及

と
な
り
、
高
橋
生
徒
は
「
勉
強
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

期
と
の
交
流
が
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。
部
活

耶
麻
斗
（
お
お
た　

や
ま
と
）
生
徒
が
年
末
年
始

協
力
し
て
く
れ
た
。

に
邁
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

員
と
連
携
を
密
に
し
、
隊
員
、
学
校
と
の
信
頼
関

当
日
は
、
生
徒
16
期
卒
業
の
募
集
相
談
員
山

ま
た
、12
月
26
日
（
火
）
に
は
令
和
５
年
４
月

１
月
14
日
（
日
）、
西
那
須
野
駅
前
桜
通


